
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察 

 

―
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
（
三
）

―

辻

　

博

明

一　

は
じ
め
に

―
問
題
設
定

二　

ロ
ー
マ
法

　

⑴　

保
証
制
度
の
「
推
移
」

―
担
保
保
存
義
務
制
度
の
視
点
か
ら

　

⑵　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
起
源
」
と
そ
の
継
受

―
問
題
点
の
整
理

三　

フ
ラ
ン
ス
法

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
古
法

―
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
を
中
心
に　

（
以
上
本
誌
六
一
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨

　

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果(

現
行
二
三
一
四
条)

、
近
時
の
変
化　

（
以
上
本
紙
六
一
巻
二
号
）

四　

ド
イ
ツ
法

　

⑴　

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
概
要

　
　

①　

注
釈
学
派
か
ら
後
期
普
通
法
・
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
議
論
の
概
要

　
　

②　

検　

討

―
フ
ラ
ン
ス
古
法
（
ポ
テ
ィ
エ
）
と
の
比
較
分
析

　

⑵　

立
法
趣
旨

　
　

①　

民
法
七
七
六
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論

　
　

②　

歴
史
的
背
景
事
情

　
　

③　

検　

討

―
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
で
の
議
論
と
の
比
較
分
析　
　

（
以
上
本
号
）
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四　

ド
イ
ツ
法

⑴　

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
概
要

　

①　

注
釈
学
派
か
ら
後
期
普
通
法
・
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
議
論
の
概
要

　

ロ
ー
マ
法
に
よ
る
と
（
先
述
二
⑴
②
）、
保
証
契
約
（fideiussio

）
に
お
い
て
、
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、

保
証
人
は
債
権
者
に
対
し
て
そ
の
有
す
る
訴
権
お
よ
び
債
権
を
担
保
す
る
質
権
ま
た
は
他
の
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
す
べ
て
譲
渡
す

る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
訴
権
譲
渡
の
義
務
を
負
っ
た
が
、
債
権
者
が
訴

権
を
保
有
す
る
場
合
だ
け
で
あ
っ
た
。
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
て
争
点
が
決
定
さ
れ
、
争
点
に
つ
い
て
審
判
人
の

審
判
に
服
す
る
合
意
が
成
立
す
る
と
そ
の
権
利
は
消
滅
す
る
た
め
、
保
証
人
は
そ
の
権
利
を
譲
り
受
け
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
金
額
貸
与
の
委
任
に
お
い
て
は
、
債
権
者
（
受
任
者
）
が
主
た
る
債
務
者
（
第
三
者
）
に
対
し
て
訴
訟
を
実
行
し
て

も
保
証
人
（
委
任
者
）
に
対
し
て
有
す
る
訴
権
を
喪
失
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
委
任
者
で
あ
る
保
証
人
と
受
任
者
で
あ
る

債
権
者
は
、
委
任
契
約
を
支
配
す
る
信
義
則
（bona fides
）
に
従
っ
て
、
各
自
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
各
当
事

者
は
一
切
の
過
失
に
対
し
て
責
め
を
負
う
誠
意
契
約
の
関
係
に
あ
り
、
債
権
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
不
履
行
に
つ
い
て
、
保
証
人
は
損

害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
か
っ
た
。
債
権
者
が
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
主
た
る
債
務
者
か
ら
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
等
を

保
証
人
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
は
信
義
則
に
反
し
た
。
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
過
大
の
損
害
を
蒙
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務

を
負
っ
た
（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
。）。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
が
自
己
の
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
保
証
人
は
債

権
者
か
ら
の
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
金
額
貸
与
の
委
任
に
固
有
の
原
則
を
直
ち
に
す
べ
て
の
保
証
に
拡
張
す
る

岡　法（62―１） 34

三
四



こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
注
釈
学
派
（Glossatoren

）
は
、
金
額
貸
与
の
委
任
に
お
け
る
原
則
を
、
解
釈
上
生
ず
る
矛
盾
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
保
証
に
一
般
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
他
人
の
債
務
の
重
畳
的
な
引
受
と
い
う
点
に
お
い
て
両
者

は
共
通
の
内
容
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
本
質
的
に
異
な
る
場
合
に
つ
い
て
同
様
の
取
扱
い
を
行
い
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
先

の
訴
権
譲
渡
の
義
務
か
ら
、
過
失
の
あ
る
債
権
者
に
対
す
る
永
久
的
抗
弁
（perem

torische Einrede

）
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
特
に
債
権
者
が
債
権
の
取
り
立
て
等
に
お
け
る
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
の
譲
渡
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
保
証
人
は
給
付
拒
絶
権

に
基
づ
く
反
論
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
解
釈
が
通
説
と
な
り
、Bartolus

も
こ
れ
を
支
持
し
た

（
１
）。

　

そ
の
後
も
、
債
権
者
が
そ
の
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
を
喪
失
し
た
場
合
、
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
は
永
久
的
抗
弁
と
な
り
う
る
と
す
る
説
が

見
ら
れ
た
（Puchta （

２
））
が
、
後
期
普
通
法
に
お
い
て
、
保
証
人
の
免
責
を
、
次
の
よ
う
に
根
拠
付
け
る
説
が
登
場
し
た
。

　

第
一
に
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
検
索
の
利
益
（beneficium

 excussionis

）
の
効
果
か
ら
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が

自
己
の
過
失
に
よ
っ
て
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
す
る
説
が
主
張
さ
れ

た
。
保
証
人
は
、
検
索
の
利
益
に
よ
っ
て
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
責
め
を

負
う
。
債
権
者
は
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が
な

か
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
債
権
者
は
、
弁
済
を
受
け
る
た
め
に
有
す
る
す
べ
て
の
手
段
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
権
者
が
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
を
喪
失
す
る
場
合
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
期
限
の
猶
予
を
与
え
そ
の
後
に
主
た
る
債
務
者
が
無

資
力
と
な
り
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
る
場
合
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
訴
訟
追
行
に
お
い

て
過
失
が
あ
る
場
合
、
債
権
者
が
質
権
を
放
棄
し
た
場
合
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
検
索
の
抗
弁
（exceptio 

excussionis

）
は
、
延
期
的
抗
弁
（dilatorische 

Einrede

）
で
は
な
く
永
久
的
抗
弁
で
あ
る
と
さ
れ
た

（
３
）。W

indscheid

も
、
先
訴

（V
orausklage

）
の
利
益
（
い
わ
ゆ
る
検
索
の
利
益
）
か
ら
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
原
因
が
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債
権
者
の
過
失
に
あ
る
場
合
、
保
証
人
は
請
求
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
た

（
４
）。

　

第
二
に
、A

rndts

は
、
す
べ
て
の
保
証
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
金
額
貸
与
の
委
任
と
同
様
に
、
信
義
則
に
よ
っ
て
（ex bona fide

）

判
断
さ
れ
る
と
し
た
。
債
権
者
は
、
過
失
に
よ
っ
て
、
保
証
人
に
法
律
上
与
え
ら
れ
た
救
済
手
段
の
行
使
を
で
き
な
く
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
証
人
に
対
し
て
請
求
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
信
義
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た

（
５
）。D

ernburg

は
、
こ
の
主
張

が
正
当
で
あ
る
と
し
た

（
６
）。

保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
信
義
則
か
ら
導
き
出
そ
う
と
し
た
。

　

一
方
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
は
、
第
一
部
第
一
四
節
三
二
八
条
以
下
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
類
型
に
応
じ
て
規

定
が
な
さ
れ
た
。
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
執
行
に
つ
い
て
、
債
権
者
に
「
重
過
失
」
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
は

債
権
者
が
負
担
す
る
（
同
三
二
八
条
）。
保
証
人
が
催
告
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
請
求
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
債
権
者
が
破
産
債
権
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
長
期
間
執
行
を
怠
り
そ
の
間
に
主
た
る
債
務
者
の
資
力
が
悪
化
し

た
等
の
場
合
に
は
、
債
権
者
に
重
過
失
が
あ
る
と
解
さ
れ
た
。
ま
た
、
債
権
者
は
、
保
証
契
約
の
存
続
中
に
お
い
て
、
主
た
る
債
務
者

に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
他
の
担
保
を
保
証
人
の
同
意
な
し
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
三
三
一
条
）。
そ
れ
に
反
し
て
、
債
権
者

が
他
の
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
、
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
喪
失
す
る
（
同
三
三
二
条
）。
た
だ
し
、
他
の
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
保
証

人
が
損
害
を
受
け
な
い
こ
と
を
、
債
権
者
が
十
分
に
証
明
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
保
証
人
に
対
し
て
権
利
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
同
三
三
三
条
）

（
７
）。
主
た
る
債
務
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
他
の
担
保
と
は
、
保
証
契
約
の
「
前
」
に
主
た
る
債
務
者
に
よ
っ
て
設
定

さ
れ
た
担
保
と
解
さ
れ
た

（
８
）。

他
の
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
保
証
人
が
損
害
を
受
け
な
い
場
合
と
は
、
そ
の
担
保
が
価
値
を
有
し
な
か
っ

た
場
合
等
で
あ
る

（
９
）。

な
お
、
共
同
保
証
人
の
う
ち
の
一
保
証
人
の
免
責
に
よ
っ
て
、
他
の
保
証
人
の
権
利
義
務
に
変
更
は
な
い
（
同
三

九
〇
条
）。
す
な
わ
ち
、
共
同
保
証
人
間
に
連
帯
関
係
が
あ
る
場
合
、
免
責
さ
れ
た
保
証
人
は
連
帯
関
係
か
ら
は
免
責
さ
れ
ず
に
義
務
を

負
い
続
け
る
た
め
、
他
の
保
証
人
に
損
害
は
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
保
証
人
は
、
三
三
二
条
に
よ
る
免
責
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
な
い）

10
（

。
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②　

検　

討

―
フ
ラ
ン
ス
古
法
（
ポ
テ
ィ
エ
）
と
の
比
較
分
析

　

注
釈
学
派
は
、
金
額
貸
与
の
委
任
に
お
け
る
原
則
を
す
べ
て
の
保
証
に
一
般
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
、「
訴
権
譲
渡
」
の
義
務
か

ら
、
過
失
の
あ
る
債
権
者
に
対
す
る
永
久
的
抗
弁
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
特
に
債
権
者
が
債
権
の
取
り
立
て
等
に
お
け
る

過
失
に
よ
っ
て
訴
権
の
譲
渡
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
保
証
人
は
給
付
拒
絶
権
に
基
づ
く
反
論
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ポ
テ
ィ
エ

も
、
債
権
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
保
証
人
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
は
、
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
に
よ
っ

て
、
債
権
者
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
た
（
先
述
三
⑴
ⅱ
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
後
期
普
通
法
に
お
い
て
は
、
保
証
人
の
免
責
を
、「
検
索
の
利
益
」
の
効
果
ま
た
は
「
信
義
則
」
に
よ
っ
て
根
拠
付

け
る
説
が
登
場
し
た
。
第
一
に
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
検
索
の
利
益
の
効
果
か
ら
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
自
己
の

過
失
に
よ
っ
て
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
解
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
検

索
の
抗
弁
は
、
延
期
的
抗
弁
で
は
な
く
永
久
的
抗
弁
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
す
べ
て
の
保
証
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
金
額
貸
与
の
委

任
と
同
様
に
、
信
義
則
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
す
る
説
が
主
張
さ
れ
た
。
信
義
則
か
ら
直
接
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義

務
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
。
な
お
、
ポ
テ
ィ
エ
に
よ
る
と
、
保
証
契
約
に
お
け
る
債
権
者
は
、
訴
権
譲
渡
の
義
務
を
、「
衡
平
」( équité)

上
の
義
務
と
し
て
負
う
と
さ
れ
た
（
先
述
三
⑴
ⅱ
）。

　

注
釈
学
派
お
よ
び
後
期
普
通
法
に
お
い
て
は
、
保
証
人
の
免
責
に
つ
い
て
法
的
構
成
は
異
な
る
が
、
債
権
者
の
過
失
が
要
件
と
さ
れ

て
い
る
（
な
お
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
執
行
に
つ
い
て
、
債
権
者
に
重
過
失
が
あ
る
場
合
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
は
債
権
者
が
負
担
す
る
と
さ
れ
る
（
第
一
部
第
一
四
節
三
二
八
条
））。
他
方
、
ポ
テ
ィ
エ
に
よ
る
と
、
訴
権
の
保

存
・
譲
渡
を
で
き
な
く
す
る
債
権
者
の
行
為
と
は
、
積
極
的
行
為
ま
た
は
共
謀
の
あ
る
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
、
単
な
る
懈
怠
で
は
要
件

を
満
た
さ
な
い
と
さ
れ
た
（
先
述
三
⑴
ⅲ
）。
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（
１
）　Girtanner, D

ie Bürgschaft nach gem
einem

 Civilrechte, 1850, SS. 211

－216. 

な
お
、Baldus

は
、
債
権
者
が
、
保
証
人
か
ら
催
告

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
に
よ
り
主
た
る
債
務
者
が
無
資
力
と
な
り
訴
権
の
行
使
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
場
合
、
保
証
人
に
対
す
る
悪
意

が
あ
る
と
き
の
み
、
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
と
き
は
、
検
索
の
抗
弁
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
（ebenda, S. 214

）。

（
２
）　Puchta, Pandekten, 3. A

ufl., 1845, S. 548.
（
３
）　Girtanner, a.a.O

., SS. 483

－490.

（
４
）　W

indscheid, Lehrbuch des Pandektenrechts, Bd. 2, 9. A
ufl., 1906, SS. 1093

－1096.

（
５
）　A

rndts, Lehrbuch der Pandekten, 14. A
ufl., 1889, SS. 695

－696.

（
６
）　D

ernburg, Pandekten, Bd. 2, 7. A
ufl., 1903, S. 225.

（
７
）　K

och, A
llgem

ienes Landrecht für die Preußischen Staaten, Bd. 2, 8. A
ufl., 1886, SS. 270

－271 ; Bornem
ann, 

System
atische D

arstellung des Preußischen Civilrechts, Bd. 3, 2. A
usg., 1843, SS. 291

－293 ; D
ernburg, Lehrbuch des 

Preußischen Privatrechts und der Privatrechtsnorm
en des Reichs, Bd. 2, 3. A

ufl., 1882, SS. 717

－718 ; Förster und 
Eccius, Preußisches Privatrecht, Bd. 2, 7. A

ufl., 1896, SS. 403

－404.

（
８
）　Förster und Eccius, a.a.O

., SS. 403

－404. 

な
お
、
保
証
の
執
行
の
前
ま
た
は
執
行
の
際
に
設
定
済
の
担
保
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
と
す

る
説
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
執
行
の
後
に
設
定
さ
れ
た
担
保
が
放
棄
さ
れ
て
も
、
保
証
人
の
立
場
は
悪
化
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る

（Bornem
ann, a.a.O

., S. 292

）。

（
９
）　K

och, a.a.O
., S. 271 ; D

ernburg, a.a.O
., S. 718.

（
10
）　K

och, a.a.O
., S. 279 ; Bornem

ann, a.a.O
., S292. 

も
っ
と
も
、
複
数
の
保
証
人
が
連
帯
せ
ず
に
各
々
が
独
立
し
て
保
証
し
た
場
合
は

事
態
が
異
な
る
と
す
る
分
析
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
弁
済
し
た
保
証
人
は
、
債
権
者
の
訴
権
の
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
他
の
保
証

人
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
一
保
証
人
の
免
責
に
よ
っ
て
債
権
者
が
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
、
他
の
保
証
人

の
立
場
は
悪
化
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
（Bornem

ann, a.a.O
., SS. 292

－293

）。

⑵　

立
法
趣
旨

　

日
本
民
法
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
六
七
九
条
お
よ
び
第
二
草
案
七
一
五
条
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

両
草
案
の
内
容
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
と
と
も
に
、
日
本
民
法
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
両
草
案
（
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
の
立
法
過
程
）
に
お
け
る
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
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①　

民
法
七
七
六
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論

　

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
が
ど
の
程
度
課
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
普
通
法
に
お
い
て
争
い
が
あ
り
、
近
代
法
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
民
法
一
三
六
〇
条
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
三
二
八
条
、
三
三
一

－
三
三
三
条
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
等
）
に
お
い
て
異

な
る
対
応
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
六
七
九
条
は
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義

務
を
「
一
般
的
」
に
は
否
定
す
る
と
決
定
し
た
。
保
証
の
「
本
質
」
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
先
訴
の
利
益

お
よ
び
訴
権
譲
渡
の
利
益
か
ら
、
根
拠
が
な
く
て
も
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
が
導
き
だ
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
学
説

お
よ
び
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
九
四
八
条
等
に
お
い
て
、
債
権
者
の
注
意
義
務
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、「
信
義
則
」
か
ら
も
、
広
範
な
債
権

者
の
注
意
義
務
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
広
範
な
注
意
義
務
が
債
権
者
に
課
さ
れ
た
な
ら
ば
、
保
証
の
価
値
が
著
し
く
低
下

し
、
実
務
に
お
い
て
紛
争
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
一
般
的
注
意
義
務
は
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

第
一
草
案
六
七
九
条
に
お
け
る
場
合
を
「
除
い
て
」、
債
権
者
の
注
意
義
務
は
否
定
さ
れ
た
。
六
七
九
条
に
よ
る
と
、
債
権
者
が
主
た
る

債
権
に
付
加
さ
れ
そ
の
担
保
に
供
さ
れ
た
従
た
る
権
利
を
放
棄
し
た
場
合
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
弁
済
を
受
け
た
際
に
そ
の
権
利
が

保
証
人
に
移
転
し
そ
れ
か
ら
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
範
囲
に
お
い
て
、
債
務
を
免
れ
る
と
さ
れ
た
。
同
条
に
お
け
る
従
た
る
権

利
に
は
、
優
先
権
（V

orzugsrecht

）
も
含
ま
れ
る
。
同
条
は
、
従
た
る
権
利
が
保
証
契
約
の
締
結
「
後
」
に
獲
得
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
も
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
た

（
１
）。

　

第
二
草
案
七
一
五
条
に
お
い
て
も
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
を
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
異
議
は
唱
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
信
義
則
に
よ
る
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
同
様
の
立
場
が
と
ら
れ
た
。
従
た
る
権
利
と
い
う
一
般
的
な
表
現
を
と
ら
ず
、
優
先
権
、

質
権
お
よ
び
他
の
保
証
人
に
対
す
る
権
利
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た

（
２
）。

　

②　

歴
史
的
背
景
事
情

　

一
九
世
紀
の
最
後
の
四
半
世
紀
に
、
保
証
債
権
者
に
か
な
り
有
利
な
方
向
に
振
り
子
が
振
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
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レ
ス
デ
ン
草
案
九
四
八
条
は
債
権
者
の
注
意
義
務
を
肯
定
す
る
そ
れ
ま
で
の
通
説
を
反
映
す
る
内
容
を
規
定
し
て
い
た
が
、
ド
レ
ス
デ

ン
草
案
九
四
八
条
と
、
債
権
者
の
注
意
義
務
を
否
定
す
る
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
の
決
定
と
の
間
に
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
三
年

の
大
恐
慌
が
あ
り
、
銀
行
取
引
に
お
い
て
明
ら
か
に
重
点
の
変
化
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
の
後
半
、
特
に
最
後
の
三
〇
年
間
に
お
い
て

は
、
信
用
取
引
の
意
義
が
恒
常
的
に
増
大
し
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
の
銀
行
の
主
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
「
経
済
的
背
景
」

が
、
債
権
者
の
注
意
義
務
の
否
定
に
よ
る
保
証
の
強
力
な
信
用
手
段
化
の
決
定
を
促
進
し
た
。
そ
れ
は
、
時
代
的
な
制
約
を
受
け
た
決

定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
３
）。

　

③　

検　

討

―
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
で
の
議
論
と
の
比
較
分
析

　

ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
法
理
を
退
け
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
を
一
般
的
に
否
定
す
る
立
場

を
と
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
第
一
草
案
六
七
九
条
（
第
二
草
案
七
一
五
条
）
に
お
い
て
、
保
証
人
の
免
責
を
認
め
る
規
定
が
置
か
れ
た

が
、
そ
れ
は
「
例
外
」
規
定
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
、
保
証
の
「
本
質
」
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
、
保
証
に
よ
っ

て
権
利
の
み
を
有
し
義
務
を
負
わ
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
保
証
契
約
の
本
質
は
「
片
務
契
約
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
注
釈
学
派
お
よ
び
そ
の
後
の
解
釈
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
伝
統
的
な
法
理
、
た
と
え
ば
、
先
訴
の
利
益
お
よ
び
訴

権
譲
渡
の
利
益
か
ら
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
を
導
き
だ
す
解
釈
を
、
根
拠
の
な
い
も
の
と
し
て
退
け
た
。
さ
ら
に
、

学
説
お
よ
び
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
九
四
八
条
等
に
お
い
て
、
債
権
者
の
注
意
義
務
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
、
債
権

者
の
注
意
義
務
を
「
信
義
則
」
か
ら
導
き
出
す
こ
と
も
退
け
た
。
債
権
者
に
広
範
な
注
意
義
務
を
課
し
た
な
ら
ば
、
保
証
の
価
値
が
著

し
く
低
下
し
、
実
務
に
お
い
て
紛
争
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
通
説
を
反
映
し
て
い
た
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
九

四
八
条
と
第
一
草
案
の
決
定
と
の
間
に
、
大
恐
慌
が
発
生
し
、
銀
行
取
引
に
お
け
る
重
点
の
位
置
の
明
確
な
変
化
が
生
じ
た
（
一
九
世

紀
後
半
）。
そ
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
が
、
保
証
の
強
力
な
信
用
手
段
化
を
決
定
す
る
促
進
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
先
述
②
）。
ド

イ
ツ
民
法
草
案
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
法
理
を
、
右
の
よ
う
な
様
々
な
理
由
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
排
除
し
て
い
る
が
、
そ
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の
判
断
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
保
証
の
「
担
保
的
価
値
」
を
で
き
る
だ
け
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
（
一
九
世
紀
初
頭
）
に
よ
る
と
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ

て
、
保
証
人
が
、
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
代
位
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
を
免
責
す
る
と
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
に
「
相
互
的
」
な
義
務
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
相
互
的
な
義
務
を
債
権
者
に

課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
が
自
ら
提
供
し
た
担
保
手
段
を
保
証
人
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
を
阻
止
し
、
そ
の
義
務
に
反
す
る
場
合
、

保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
構
成
し
た
（
先
述
三
⑵
）。

（
１
）　M

otive zu dem
 Entw

urfe eines Bürgerlichen Gesetzbuches für das D
eutsche Reich, Bd. 2, 1888, SS. 678

－680.

（
２
）　Protokolle der K

om
m
ission für die zw

eite Lesung des Entw
urfs des Bürgerlichen Gesetzbuchs, Bd. 2, 1898, SS. 480

－

482.

（
３
）　K

nütel, Zur Frage der sog. D
illigenzpflichten des Gläubigers gegenüber dem

 Bürgen, in Festschrift für Flum
e zum

 70., 
Bd. 1, 1978, SS. 564

－565.
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